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上
田
原
庄
屋
安
兵
衛

人
数
百
五
人

内出
人

五
拾
三
人

在
村

五
拾
弐
人

鉄
砲

六
挺

馬

八
疋

ね上

田

原

村

第
二
章

地
誌

一
、
位
置
、
廣
袤
、
地
勢

本
村
は
東
牟
婁
郡
の
東
南
部
に
位
し
、
北
は
上
大
田
村
に
接
し
、
東

は
八
郎
山
を
以
て
下
太
田
村
及
び
下
里
村
に
隣
し
、
西
は
高
池
町
及
び

古
座
町
に
連
な
り
南
は
太
平
洋
に
面
す
。

廣
袤
は
約
東
西
一
里
八
町
南
北
一
里
二
十
六
町
に
し
て
其
面
積
約
二
、

二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
し
、

戸
数
四
百
三
十
戸
、

人
口

男
一
千
人

女
一
千
百
人

計
二
千
百
人
あ
り

又
其
総
反
別
は
左
の
如
し

田
原
村
総
反
別
（
大
正
七
年
調
）

田

百
二
十
六
町
四
段
五
畝
四
歩

畑

三
十
九
町
五
段
二
畝
十
七
歩

山
林

千
五
百
九
十
七
町
七
段
二
畝
十
七
歩

原
野

一
町
一
段
七
畝
二
歩

池
沼

十
一
歩

雑
種
地

一
段
八
畝
二
十
八
歩

鉱
地
泉

三
歩

合
計

一
千
七
百
六
十
五
町
六
畝
二
十
一
歩

宅
地

十
町
七
段
十
五
歩
六
合
三
勺

総
計

千
七
百
七
十
五
町
七
段
七
畝
七
歩
六
合
三
勺

保
安
林

一
町
四
段
二
畝
三
歩

社
寺

三
段
三
畝

溜
池

六
段
九
畝
二
十
一
歩
五
勺

井
溝

九
段
十
一
歩
九
合
五
勺

悪
水
路

五
畝
五
歩

墓
地

六
段
二
畝
二
十
三
歩

堤
塘

一
段
二
畝
二
十
二
歩

計

四
町
一
段
六
畝
二
十
六
歩
九
合

段
別
総
計

千
七
百
七
十
九
町
九
段
四
畝
四
歩
五
合
三
勺
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田
原
川

村
の
中
央
を
貫
流
し
て
海
へ
注
ぎ
、
川
の
両
岸
は
田
野
開
け
た

る
も
其
他
は
山
岳
村
内
に
連
立
し
、
其
間
処
々
に
耕
地
あ
り
、
今
総
反
別

に
就
き
平
坦
部
と
山
間
部
と
比
較
せ
ん
に
、

田
畑
宅
地

百
七
十
七
町

山
林
原
野

一
千
六
百
町

に
し
て
総
反
別
の
八
割
九
分
は
山
岳
地
な
り
。
之
を
郡
平
均
の
山
地
九
割

五
分
に
比
す
る
と
き
は
、
稍
平
坦
部
に
近
し
と
い
う
べ
き
な
り
。

村
落
は
皆
川
の
両
岸
に
其
の
居
を
占
め
、
外
に
東
方
海
岸
に
近
く
荒
船
、

高
浜
の
二
部
落
あ
り
。

二
、
山
及
川

那
智
山
脈
の
支
脈
縦
横
に
連
筀
し
処
々
に
丘
陵
を
起
せ
り
。
其
の
西
南
隅

高
池
町
楠
境
界
に
聳
け
る
高
峰
を
最
高
と
し
海
抜
三
百
九
米
あ
り
、
大
畑
峠

其
の
南
に
連
な
り
海
抜
二
百
七
十
一
米
、
又
東
北
隅
下
太
田
村
界
に
聳
ゆ
る

を
八
郎
山
と
し
海
抜
二
百
四
十
九
米
あ
り
。

村
内
に
於
け
る
三
角
点
所
在
地
は
左
の
如
し
、

大
字
佐
部
字
役
見
谷

（
海
抜

百
三
十
二
米
）

大
字
佐
部
字
大
畑

（
海
抜
二
百
七
十
一
米
）

大
字
上
田
原
字
西
畑

（
海
抜
二
百
四
十
五
米
）

大
字
上
田
原
字
八
郎
峠

（
海
抜
二
百
四
十
九
米
）

大
字
下
田
原
字
山
谷

（
海
抜

七
十
一
米
）

右
は
何
れ
も
明
治
三
十
六
年
の
設
立
な
り
と
す
。

田
原
川
は
水
源
二
つ
あ
り
、
一
は
大
字
佐
部
奥
高
池
町
大
字
楠
の
山
中
よ
り

発
源
し
、
一
は
大
字
上
田
原
億
上
大
田
村
大
字
小
匠
山
中
よ
り
発
源
し
出
合

に
至
り
て
二
水
流
合
流
し
南
に
流
れ
て
下
田
原
に
至
り
て
海
に
注
ぐ
。
流
域
約

三
里
許
、
船
楫
の
便
な
し
。
其
の
他
渓
流
数
カ
所
あ
れ
ど
も
称
す
べ
き
も
の
な

し
。

三
、
海
岸

海
岸
は
浦
神
湾
よ
り
西
南
に
連
な
り
、
角
石
崎
、
荒
船
崎
の
小
斗
出
あ
り
。

岩
礁
嵯
峨
と
し
て
其
の
海
上
に
イ
サ
ギ
島
、
横
島
、
大
貝
嶋
、
八
丁
嶋
等
の
島

嶼
あ
り
。
森
戸
崎
は
田
原
河
口
の
東
屏
を
為
し
、
其
の
間
泊
船
の
便
あ
り
。
之

よ
り
西
方
は
西
山
一
帯
の
地
海
蝕
台
地
を
な
し
て
角
海
岸
に
迫
り
、
尾
沛
湾
を

経
、
善
八
崎
に
至
り
て
古
座
町
津
荷
に
接
す
。
其
の
海
上
に
一
つ
の
嶋
等
あ
り
。

海
岸
線
の
長
さ
二
里
二
町
五
十
間
に
及
べ
り
。

四
、
地
質

当
村
の
地
質
は
第
三
紀
古
層
に
属
し
粘
板
岩
の
地
盤
上
に
其
位
置
を
占
む

る
こ
と
は
本
郡
各
地
に
同
じ
、
而
し
て
粘
板
岩
は
元
来
罅
隙
を
生
ず
る
を
以

て
、
此
の
大
罅
隙
に
石
英
粗
面
岩
を
噴
生
出
せ
り
、
即
ち
浦
神
湾
よ
り
本
村

内
の
佐
部
、
上
田
原
を
経
て
高
池
町
に
入
り
古
座
川
の
両
岸
に
沿
う
て
上
り
、

三
尾
川
村
の
犬
吠
峠
に
至
り
て
滅
す
。
其
の
間
に
数
条
の
大
帯
を
な
す
。
各

所
に
散
在
せ
る
虫
喰
岩
の
奇
観
は
皆
其
の
中
に
在
り
て
、
即
ち
緑
色
凝
灰
質

石
英
粗
面
岩
な
り
と
す
。
而
し
て
粗
粒
質
石
英
粗
面
岩
は
此
の
間
に
交
て
散

在
せ
る
も
其
の
数
多
か
ら
ず
、
左
に
之
を
概
況
す
べ
し
。

①
火
成
岩
類

本
郡
に
露
出
す
る
火
成
岩
は
、
大
部
分
石
英
粗
面
岩
に
し
て
之
を
細
別
す

る
と
き
は
粗
粒
質
石
英
粗
面
岩
、
凝
灰
質
石
英
粗
面
岩
、
玻
璃
質
石
英
粗
面

岩
の
四
種
と
な
す
を
得
べ
し
、
流
理
質
玻
璃
質
の
両
者
は
当
村
に
其
の
露
出

を
見
ず
。
今
粗
粒
質
凝
灰
質
の
三
者
を
概
記
す
べ
し
。

粗
粒
質
石
英
粗
面
岩

南
牟
婁
郡
鷲
巣
山
附
近
よ
り
熊
野
川
を
横
断
し
て
那
智
山
に
至
る
も
の
殆

ど
全
部
は
本
岩
よ
り
成
り
、
小
さ
な
も
の
は
古
座
川
に
沿
い
て
三
尾
川
村
以

東
浦
神
湾
に
引
け
る
帯
中
の
諸
点
、
小
川
村
長
洞
尾
、
大
島
村
の
西
辺
、
橋

杭
等
各
所
に
監
察
す
る
を
得
べ
く
、
凝
灰
質
石
英
粗
面
岩
の
迸
発
後
、
其
の

餘
隙
に
乗
じ
て
発
現
せ
し
も
の
な
り
。
本
岩
は
外
観
花
崗
岩
に
類
似
し
、
俗

に
ミ
カ
ゲ
を
以
て
称
せ
ら
れ
、
有
色
鉱
物
比
較
的
少
量
に
し
て
善
く
久
し
き

に
堪
へ
、
切
り
出
し
も
容
易
な
る
を
以
て
盛
ん
に
建
築
材
料
と
せ
ら
る
。

凝
灰
質
石
英
粗
面
岩

本
岩
は
緑
色
及
び
白
色
の
二
種
あ
り
、
緑
色
の
も
の
は
も
っ
ぱ
ら
古
座
川

筋
の
地
に
添
う
て
あ
ら
わ
れ
岩
体
は
元
来
一
弱
の
緑
色
石
英
粗
面
岩
な
れ
ど

も
風
化
浸
食
作
用
の
為
に
褐
黄
色
よ
り
濃
褐
色
に
変
じ
、
又
鈍
円
錐
体
に
変

じ
尚
を
此
の
面
に
凹
面
を
作
り
、
進
み
て
は
此
の
凹
面
に
多
孔
の
彫
刻
を
現

し(
ム
シ
ク
イ
岩)

斯
く
て
一
種
の
奇
景
を
造
出
せ
り
。
即
ち
処
々
に
散
在
せ

る
蝕
巌
は
是
な
り
、
一
塊
の
標
本
に
よ
れ
ば
、
直
に
凝
灰
岩
を
想
起
す
べ
し
と

雖
も
、
露
出
の
現
状
、
岩
石
学
上
の
観
察
等
よ
り
し
て
、
元
に
併
発
せ
し
も
の
た

る
を
知
る
べ
し
。
俗
に
ニ
キ
ビ
イ
レ
の
称
あ
り
。
水
蝕
に
抵
抗
す
る
事
弱
き
故
に

粗
悪
の
建
築
材
と
し
て
多
く
溝
梁
、
礎
石
、
堤
防
、
石
垣
用
に
せ
ら
る
。
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②
水
成
岩
類

本
村
の
内
下
田
原
は
全
部
水
成
岩
よ
り
成
り
、
地
質
図
那
地
図
幅
中
の
第

二
区
域
に
属
せ
り
。
今
地
質
説
明
書
に
依
り
之
を
概
記
せ
ん
に
、
本
郡
の
太
田

川
筋
を
延
長
し
て
湯
の
峰
に
達
す
る
線
を
東
端
と
し
、
西
牟
婁
郡
朝
来
村
、
生

馬
村
、
下
三
栖
村
を
西
端
に
す
る
区
域
を
第
二
区
と
し
、
一
般
に
北
四
十
度
乃

至
六
十
度
東
の
走
向
を
有
し
、
西
北
又
は
東
南
へ
傾
斜
す
、
其
の
西
北
斜
す
る

も
の
多
く
し
て
五
十
度
を
最
大
角
度
と
す
れ
ど
も
、
東
南
斜
に
す
る
も
の
は
二

十
五
度
を
最
大
と
す
。
岩
石
は
火
山
岩
を
除
く
以
外
は
、
蠻
岩
、
頁
岩
、
泥

岩
、
及
び
石
灰
岩
に
し
て
、
累
層
中
の
砂
岩
は
第
二
区
域
の
も
の
に
比
し
て
大
い

に
硬
く
、
白
色
或
は
灰
色
な
り
。
白
色
の
も
の
は
粗
粒
質
な
り
粗
粒
質
に
し
て

多
く
は
厚
層
を
為
し
、
長
石
質
な
り
。
時
に
蠻
岩
質
に
移
る
も
の
あ
り
、
灰
色

な
る
も
の
は
細
粒
質
緻
密
な
る
を
常
と
し
、
薄
層
を
為
し
て
頁
岩
と
互
層
す
る

も
の
に
多
し
と
す
。
頁
岩
は
灰
色
乃
至
黒
色
に
し
て
往
々
帯
緑
帯
青
な
り
。
而

し
て
砂
質
な
る
も
の
珍
し
か
ら
ず
、
蠻
岩
は
往
々
厚
層
を
為
し
、
砂
岩
頁
岩
互

層
及
び
覆
せ
り
。
砂
を
以
て
膠
結
物
と
し
尤
頭
大
よ
り(

普
通
鶏
卵
大
以
下)

砂

岩
、
頁
岩
、
閃
緑
岩
礫
よ
り
成
れ
り
。

③
沖
積
層

第
四
紀
層
に
属
せ
る
沖
積
層
は
下
田
原
の
海
岸
付
近
僅
か
に
之
を
認
む
る

を
得
べ
し
。
地
質
説
明
書
に
曰
く

「
本
層
は
沖
積
層
期
以
後
殆
ど
地
変
な
く
、
今
日
の
河
海
が
沈
積
せ
し
跡
に

し
て
、
現
時
尚
を
其
の
作
用
を
連
続
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
地
質
は
柔
軟
の

泥
土
或
い
は
砂
礫
よ
り
成
り
、
層
位
水
平
な
る
を
定
則
と
す
。
本
図
幅
は
殆
ど

全
土
山
岳
地
に
し
て
至
る
所
山
相
迫
り
河
亦
多
く
は
小
に
し
て
流
勢
急
な
れ

ば
、
従
っ
て
沖
積
層
の
見
る
べ
き
も
の
自
か
ら
少
な
し
、
御
坊
町
、
南
部
町
、
新

宮
町
於
い
て
稍
大
な
る
も
の
あ
る
に
過
ぎ
ず
。
」

④
海
蝕
台
地

西
山
一
帯
の
丘
陵
は
熊
野
海
岸(

宇
久
井
村
よ
り
日
置
川
口
に
至
る
約
二
十

里
間)

特
有
の
海
蝕
台
地
の
一
に
し
て
海
抜
百
尺
位
の
高
さ
に
て
極
め
て
緩
傾

斜
を
以
て
南
方
に
傾
斜
せ
り
。
こ
れ
海
水
の
浸
蝕
作
用
の
結
果
に
よ
り
、
海
中

に
生
じ
た
る
も
の
が
、
土
地
の
隆
起
作
用
に
因
っ
て
陸
上
に
表
出
し
た
る
も
の
な

り
と
す
。

⑤
鑛
泉

鑛
泉
は
大
字
上
田
原
の
渓
間
野
瀬
の
間
に
鷺
湯
温
泉
あ
り
。
又
大
字
佐
部
の

渓
間
湯
ノ
谷
に
薬
師
の
温
泉
あ
り
。
汲
み
取
り
て
自
家
用
療
養
に
供
す
る
の
み

に
し
て
未
だ
浴
場
の
設
け
な
し
。

第
三
章

区
劃

及

戸
口

一
、
村
内
小
字
名

大
字
下
田
原
ノ
部

城
道
吹
上

和
田
ノ
前

濱

上
之
地

坊

渡
り
瀬

ア
リ
フ
ジ

中
田

下
モ
才

片
田

丸
山

堂
道

女
郎
神

山
中

城
郭

荒
船

山
谷

東
向

中
屋

中
ノ
川

玉
蔵
院

五
平

ヘ
ク
サ
ビ

宝
島

津
荷
ノ
郷

大
字
佐
部
ノ
部

佐
部
ノ
口

地
下
坪

根
木
地

佐
部
ノ
丸

道
々
路
口

小
池
ノ
口

長
浦

乙
ガ
シ
キ

湯
ノ
谷
口

下
越

瀧
ノ
口

大
河

大
畑
ケ

湯
ノ
谷
奥

木
村

廣
田

向
井
ノ
宇
井

脇
ノ
地

廣
井

田
ノ
洞

芝
田

津
荷
郷
ノ
奥

ゴ
ラ
ギ

瀧
ノ
頭

根
ジ
見

大
川
端

据
石

峠
ノ
前

大
畑
谷

ヲ
ジ
カ
畑

石
畑

市
洞

大
字
上
田
原
ノ
部

石
瀬
戸

上
段

物
譯
場

枇
葉
谷
口

 
ノ
平

柿
ノ
嵜

緑
リ
ウ
井

野
ヲ
瀬

鍋
ノ
裏

徳
右
衛
門
地

庄
下
川
口

江
崎

宇
井
嵜

臼
木
平

荒
堀

ヒ
ヱ
畑

ス
ク
ノ
ウ
井

高
畑

折
橋

芝
崎

下
タ
ウ
井

枩
崎

堂
ノ
谷

杵
谷
口

柿
屋
立
場
谷

鍛
冶
ヶ
う
井

ツ
ム
里
ヶ
ウ
井

漆
畑

柱
松

池
ノ
地

月
コ

小
檜
曽
原

佛
ノ
ウ
井

道
ノ
平

船
越

品
小
森

ト
ミ
キ

立
場
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